
茨城県つくばみらい市谷和原地区 （融資主体型用補助事業）

【地区の概要】

水田作が主体の平地農業地域

農業者の高齢化が課題となっているが、
法人や大規模農家による農地集積も積
極的に行われている地区。

助成対象者の経営の状況と事業内容

【事業実施時の状況】
〈R1年度〉

○売上高 46.5百万円

○経営面積 94ha

【現在の経営状況】
〈Ｒ3年度〉

○売上高 92.5百万円 （199％）

○経営面積 128ha （136％）

【経営の経緯】

平成１８年 営農開始

平成１８年 法人化（有限会社）

平成１８年 経営改善計画の認定

地域農業の在り方等を踏まえた市町村支援計画等の概要

《事業活用の背景》
○ トラクターとロータリーの能力を向上させ作業効率の向上や省力化を図る。
〇 作業を効率化させることで、経営面積及び収益を増加させ、経営の安定化や規模拡大を図る。

《事業による整備内容》

○ トラクター １台

事業費 7,041千円

（国費 1,920千円）

○ ロータリー １台
事業費 1,265千円
（国費 345千円）

事業の
効果

《対象者》 本事業の取組により水稲経営の拡大が進み、経営面積等が増加。

《地 区》 人・農地プランの中心経営体として、地区の出し手農地を引き受け、 耕作放棄地の解消・防止に寄与。

法人 水田作

茨城県

つくばみらい市
谷和原地区

【支援内容・背景】

地域の課題である高齢化等による担い手減少が進む中、地域内の話し合いによ
り農地集約化を進め、地域の中心的な役割を担う経営体の育成が必要。

助成対象者は、人・農地プランの中心経営体に位置付けられており、地区内外で
の積極的な農地借り受けや作業受託を行っている。地域農業の担い手として同法
人への農地集積及び経営発展を支援。



神奈川県開成町金井島地区 （融資主体型用補助事業）

【地区の概要】

水稲作と畑作主体の平野部の農業振興
地域

農業従事者の高齢化が進み、現役世代
の専業農家が極めて少ない。担い手確保
と農業経営の安定化を図ることが課題。

助成対象者の経営の状況と事業内容

【事業実施時の状況】
〈R元年度〉

○売上高 10.5百万円

○経営面積 1.1ha

サトイモ（開成弥一芋）、
オクラ、スイートコーン等約
16種の野菜を作付

【現在の経営状況】
〈Ｒ３年度〉

○売上高 14.5百万円 （140％）

○経営面積 4ha （370％）

サトイモ（開成弥一芋）、オクラ、
スイートコーン等約10種の野菜
を作付

【経営の経緯】

平成28年 脱サラし就農

平成29年 青年等就農計画の認定

平成30年 サトイモ(開成弥一芋）の
生産を拡大

令和３年 経営改善計画の認定

令和３年 神奈川県農業経営士に
認定

令和４年 地域資源を活用し、“栽
培ノウハウのブランド化（差別化）”
や特産のサトイモと伝統の水稲作を
組み合わせた“特産と伝統の組織
化”に着手。地域の生活に密接した
農業経営「農業のインフラ化」を目
指す。

地域農業の在り方等を踏まえた市町村支援計画等の概要

《事業活用の背景》
○ 経営面積及び主力作物(サトイモ）生産量の拡大による、売上高の増加を計画。
〇 作業の効率化を図るために必要な高性能機械を導入。

《事業による整備内容》

○ トラクター １台

（振動サブソイラー、シンプル
ソイラー(サトイモ収穫機)含
む）

事業費 3,324千円

（国費 997千円）

事業の
効果

《対象者》 機械化による省力化が図られ、経営面積の拡大と生産量の増加により、売上高増加を実現。

《地 区》 担い手への農地集積が加速。

個人 野菜

神奈川県

開成町金井島地区

【支援内容・背景】

地域の担い手への農地集積を推進。

担い手の経営面積拡大と生産量増加に合わせて、作業の効率化を図るため、機械
化による省力化を推進。



静岡県伊豆の国市韮山地区 （融資主体型用補助事業）

【地区の概要】

水稲と施設園芸(イチゴ・トマト・ミニトマ
ト)を中心とする平地農業地域

後継者・耕作者が不在の農地が多く、
新たな担い手を確保する必要がある地
区

助成対象者の経営の状況と事業内容

【事業実施時の状況】
〈Ｒ１年度〉

就農前(研修時)

○売上高 0円

〇経営面積 0 a

【現在の経営状況】
〈Ｒ３年度〉

就農後

○売上高 23,810千円

〇経営面積 40ａ

(育苗、出荷調整場も含む)

【経営の経緯】

平成31年１月～令和元年12月

静岡県の研修制度「がんばる新農業
人支援事業」を活用し、地元の先進的
な経営者であるイチゴ農家にて１年間
研修を実施。研修期間に経営に必要
なノウハウ、土地、資金を確保した。

令和２年 就農

同年 ＪＡ伊豆の国（現ＪＡふじ伊
豆）へ出荷開始

地域農業の在り方等を踏まえた市町村支援計画等の概要

《事業活用の背景》
○ 新規就農で高品質なイチゴの安定的な生産をするには、生産基盤の確立が必要。イチゴの栽培開始に向
けて、ハウスを導入。

《事業による整備内容》

○パイプハウス

６ｍ×53ｍ×６連棟 （1,908㎡）

事業費 17,600千円

（国費 3,000千円）

事業の
効果

《対象者》 新規就農者として地域に参入し、安定的な経営が確立。

《地 区》 人・農地プランに即した農地集積、農地の受け手機能が確立し、地域の活性化に寄与。

個人（新規就農) 施設園芸作

【支援内容・背景】

近年では、静岡県の研修制度(がんばる新農業人支援事業)を活用して、農業外
から新規に就農する人が多いものの、農業後継者とは異なり、土地、設備等多く
の初期投資が必要であり、早期の経営確立に向けた支援が必要。

助成対象者は、施設野菜（イチゴ）による新規就農者であり、地域農業の中心的
な役割を担う者として期待されている。このため、栽培開始に必要な施設整備につ
いて支援。

静岡県

伊豆の国市
韮山地区


